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夏ですね。もう蝉の声を聞いた人はいますか。なんでも、受験生にとっては天王山の夏というらしいですね。こりゃあ大変だ。

さて、そんなことは承知の上で、第７号をつくりました。そう、みなさんに別れを告げるためです。去年の一一月一一日に生まれたこの孝太郎ですが、この第７号をもって、早くも、みなさんの前から姿を消すことになりました。作品をお寄せいただいたみなさん、本当にありがとうございました。これまでご愛読いただいたみなさん、本当にありがとうございました。しかし、孝太郎はみなさんの見えないところで生き続けます。また会える日まで、楽しみに待っていて下さい！
なんてことはまるでない。

せっかく夏が来て（そして浮かれ気分で）、詩も生まれるだろうし、熱いメッセージも生まれるだろう、という時にやめる訳はありません。いや、くだらないひっかけをしました、ごめんなさい。感謝の気持ちは本当です。

ところで、「誌上文化祭」なんてものを企てておりまして、今回はその宣伝です。文化祭とは言ってもいつもと違うとは限らないので
すが、とにかく、これが最後と思うくらいの勢いで、作品(小説・評論・日記・随筆・詩・短歌etc)の応募をお願いします。ときに、次に掲げるのは、「この話のつづきをつくってみよう！のコーナー」の姉妹編（今年の３月頃のもの）です。読んでみて
面白いと思ったら、お手数ですが、孝太郎アドレスまでメールを送って下さい。空メールでも構いません。送って下さった方には、テーマ文章（左のとは別）を本文に載せて返信します。
＊　　＊　　＊
…食べたい。あそこにあるうまそうな骨。あとちょっと…手が届く…

ジリリリリリリ
起きた。
―夢だ。骨を食べたかった。なんで僕は骨を…

賢治は小学５年生。今見た夢をベッドの中で考える。目覚まし時計も止めない。どうせもうすぐで鳴り止む。

賢治は考える。骨があんなに美味そうに思えるなんて。ポテチやアイスなら分かるけれど、肉もろくに付いてない骨を、食べたい？原始人じゃあるまいし。そこで賢治はハッとする。原始人！そうか。あれは僕のオオムカシの記憶だな。昨日社会の時間に習った、原始人の時代の頃の僕の記憶だ。

ジリリ、リ…目覚ましが弱まってきた。
そうだ、そうなんだ。賢治はちょっと嬉しくなる。オオムカシの話を思い出したんだ。少し偉くなった気もする。
リ、リ、リ…もう止まる。
朝は幼なじみの太一と登校する。賢治はこの大発見を太一に教えてやろうと思った。布団をはねのける。何故だか嬉しい。先生にも話したら、びっくりするだろうな。目覚ましが止まる。うん、と伸びをしてから一言、元気よく言う。
「そうか、だから骨だったのか！」
賢治は一目散に駆け出していった。
＊　　＊　　＊
賢治は今、あるモノのせいで頭を悩まされていた。

みやこがバレンタインにくれた不可解なモノ。あまりに場違いだったから触れてみた。においをかいでみた。蹴ってもみた。しかしそれは外見を裏切らなかった。
骨、であった。
リボンにくるまれたそれは可愛らしいラッピングが恐ろしく似合わない、むしろ気味悪さ代表だった。
賢治は懸命に考えた。これはみやこからのメッセージなのか。彼女はなにか重大な秘密を抱えているのか。それとも日頃の恨みをこんな形で表現しているのだろうか。みやことの生活は充実しているが、外界との接点はほとんどないに等しい。その名の通り賢い彼はしかし賢いがゆえに重大な事実を知らなかった。そしてそのことが彼をさらに混乱に追いこんだ。
しばらく骨を見つめていた彼は自分の中の異変に気付いた。『俺は骨を食べたいのか！？』事実、彼の口からは涎が垂れようとしていた。おかしい。異常だ。
不意にある疑問をもった彼はみやこの部屋のドアを開けた。入ってはいけないと言われていた部屋。自分の中の疑惑がもうすぐ晴れるという緊張感と恐怖感が彼の中を支配する。そっと中に入り目的のものを探す。あった！！

それを覗きこんだ彼はやっと信じたのだ。そしてもう一度骨を見てみる。意志とは関係なく激しく振れている尻尾。
「そうか、だから骨だったのか！」
賢治は一目散に駆け出していった。
＊　　＊　　＊
ここはどこ？不思議な世界だ。まるでこの世じゃないみたい。
　賢治はベルトコンベアに乗っている。
「今日はおまえが最後だ」
と槍を持った兵隊風の男に言われたから、賢治の後ろには誰も並んでがあって、逆方向へ向かう人達がいる。人達といっても――ったくなんだこの長い説明台詞は――〝普通の人〟は少しだけ。その人といったらまぁ公明正大、青天白日って感じだ。

「あんなヤツらじゃ世の中やってけねぇよな」
賢治はゆっくりすすみながら〝対向車線〟をながめている。

ベルトコンベアがエスカレータを思いださせる。――そうそうあの空港にあるようなやつだよ。え、あれはエスカレータって言わないのかな？まぁいい、とりあえず梅田にあるようなヤツだよ。梅田知らない？阪急とか阪神とかの電車の、ま、いいや分かるよね。それそれ。あれ、そういえば対向車線の普通の人でない人はみんな骨だけど、何があったのかな？ま、いっか。気にしないのが健康の秘訣さ。
斜めでも水平でもいいけど、よく逆走したもんだよ。エスカレータをね。小学生の頃の思い出がよみがえるなぁ。いや、別に僕じゃなくて友達がやってたんだけどね。ほら、僕の専門は十かける千びきだったから。わかる？
中学になったらさすがにそんなヤツいなかったなぁ。でもその頃から校内で窃盗事件が流行ったんだよね。でも犯人はつかまらないんだ。だって僕はルパンの子孫だぜ？
高校か。高校ねぇ。あんまり楽しくなかったよ。周りのヤツも頭よくてさ、みんな素直じゃない訳。ね、対向車線の公明正大青天白日人種とは似ても似つかないね。ま、悪いヤツらとは言えなかったけどさ。俺に言わせりゃしゃべりすぎのイチローよりにくたらしいけどよ。
そういう俺はどうだったかって？さぁね。よく覚えてないや。なんでだろう？でもエンヤが好きだった気がするなぁ。今そんな気がしたんだよ。でもエンヤを知らないとは言わせねぇ。あと散歩が好きだったかなぁ。人気のない、あ、ヒトケのない細い路地なんかを探険するんだよ。結構楽しかったんじゃないかな、京大の近くの町でさ。京大で思い出したんだけど、僕は結局大学どうしたんだったかなぁ？どうせ京大なんていけなかったと思うよ。あ、まだそんな歳じゃないのかもしれないけどさ。僕はまだ高３とかね。有得ない？ははは。でも、行ってたとしたら裏口に違いないね。悪いよ。悪い悪い。家に金はないのに、何使ったんだろね。しかし大人の社会はもっと悪いよ。コワいしさ。僕だって、死んだら絶対天国行けないんじゃない？って人ともたくさん付き合ってきたんだ。ほら、僕もそういうとこあるからさ。へへ。けど天国に行くってのは死んでも生きてるみたいなもんだよね？悪い事して天国いけない人は死んでそして死ぬのかな？まぁそういう人がほとんどだと思うよ。悪い世の中だもの。でも、死んだあとの死って、火葬とかあるのかな？わからないや。考えた事なかったから。考えてちゃあ僕みたいな生き方できないっての。
いやぁ、しかし結構長い事運ばれもんだよ。僕もちょっとしゃべりすぎた。なんか暗いのが近付いてるしさ。あ、僕が暗い方に進んだんだけど。ベルトに乗ってね。
でも僕はなんでこんなところにいるんだろ？待てよ。記憶をたどるんだ。いや、その前にここはどこだ？ベルトコンベアが行き違いに二本。暗がりに向かってる列の最後尾に僕はいて、暗がりからでてくる対向車線には骨と、たまに潔白そうな人。よし。やっぱり学校いっててよかったね。情報処理能力ってヤツ？実感してるよ。じゃあ記憶をたどろう。確かアレがあってコレがあってだな、あ、気にしないでね、ひょんな事から、そう、だから走った訳だな。危ないとは思ったよ。後の祭りっていうのかな。あぁでも信号の手前までしか思いだせないや。どうして？そういえば隣りの骨って何？――
ベルトコンベアは機械的に、とは言っても機械だからあたりまえだが、等速でゆっくりと着実に動いている。　賢治は振り返って後ろを見た。もと来たその方に一点の光が見えている。
賢治はぞくっとした。ちょうど、自分の前にいた人だと思われる骨が暗がりから出たところだった。
　後ろの光は遠い。前の暗がりが、次は自分の番だと呼んでいるかのように呻いている。
賢治はハッとした。
ここまできてしまっては遅い。もう全てが無駄なのはなんとなくわかった。全てを思い出した。
そして今にも吸い込まれそうになりながらも体をねじり、ふりきろうと必死になって、叫んだ。
「そうか、だから骨だったのか！」
賢治は一目散に駆け出していった。
＊　　＊　　＊
夢は心を映す鏡。
その人の願うものを、懼れることを。
過去を、現在（いま）を、或いは未来を。
俺が起きたこの世界はどの世界なんだろう。現実、それとも別の夢の中。それとも――

現実なんてそもそもない？
それならそれでいい。こんなつまらないものは真実でなくてもいい。
つまらない今日を、くだらない世界を歩こう。
また、この退屈な今を屍にして飾ろう。
目覚めは最悪だ。最近は特にひどい。原因は分かっている。
賢治は起きて時計を見た。世界は既に動き出している。 
忙しく動く世界を尻目に賢治はただ歩いていた。
受験に追われるクラスメイトに憐憫を。世界に扱き使われる大人に嘲笑を。この世界はなにもかもが虚（うそ）だ。
加えて最近見る夢。
たくさんの骨に埋もれた自分。
俺はこの屍だらけの世界に埋もれていくのか？それとも、そこから抜け出すためにその骨のひとつになるのか？それならそれでいい。丁度、嘘をつくのも疲れてきたところだ。このまま嘘をつき続けなければならないなら、俺はこの世界の道化をやめる。
けれども、くだらない世界は、今日も、くだらない俺を乗せてまわった。
賢治は橋の下に野良犬をみつけた。
おまえは虚（うそ）のない今を生きているのか？
賢治は訊かなかった。野良犬は答えなかった。
賢治は世界を哀れんだ。世界は賢治を哀れんだ。
時計は止まり、動かない。時間は動き、止まらない。
ある朝、賢治は目覚めた。
賢治は本能のまま吠えた。くだらない世界は砕けた。
肉を引き千切り、骨をしゃぶる。
賢治は顔を上げ、新しい世界を見た。
鼻を風が撫でていった。
「そうか、だから骨だったのか！」
賢治は一目散に駆け出していった。 

＊　　＊　　＊
　最近の賢治は、もはや保健室の前を通るのさえも怖くなっていた。原因は保健室前掲示板に貼られたポスター。人間の骨格だけになったやつと筋肉だけのやつが並んで立っている、よくあるポスターだ。怖いといっても、幼少期に抱くような単純な畏怖嫌厭の情ではない。
　初めは、独特の光沢を放った（ように見える）骨の質感に妙に惹き付けられていただけだった。しかしあるとき、この二つの構造物が元は組み合わさっていて一人の人間を成していた、という想念が浮かんで以来、このポスターは鼻持ちならない図柄として賢治に迫ってくるようになった。自分の身体にも骨が埋まっていると意識せざるを得なくなり、筋肉が骨から分離するように思われ、そうなると、次は筋肉の方に愛着が湧き、骨の方が筋肉から分離してゆき……。そんな思考の堂々巡りを繰り返しているうち、肉が全て削げ落ち、骨だけで立っているような感覚に見舞われてしまうのだ。あわてて下を向き、自分の身体を確認する。その瞬間に身体に肉の感覚が戻ってくる。そんなことを、保健室の前を通るたびに賢治は繰り返していた。或いは幼少期に覚えた怖さもこのようなものだったかもしれない。
そのうち、日常のふとした瞬間にこの〝骨肉分離現象〟が起こるようになった。いや、気付くといつも骨なのだ。慌てて下を向く日々が続いた。寝るときはどうしても目を瞑りっぱなしでないといけないので、骨の身体のまま我慢して寝た。

しかし、あるとき賢治は街を歩いていて気付いた。周りの人が何も言ってこないということは、別に実際骨になっているわけでもないのだから、骨の身体のままでいても別段問題はないのだ。そう考えついてしまうと、骨でいることが随分楽に思えた。いや、寧ろ下を向くと見える、肉の付いた身体が不自然に思われた。そして賢治は最後の発見をした。目に見えるものを信じているからいけないのだ。網膜に写った像がそのまま真実とは限らない。網膜が実像に従順だったとしても、脳に届いたこの信号が実世界の奴隷になっているとは考えづらい。そうだ、人の身体に肉が付いているなどというのは虚構なのだ。
「そうだったのか！」
賢治が声をあげて驚いた瞬間。世界が一気に様相を変えた。賢治を含む、街を歩く一部の人間から、肉が完全に削げ落ち、消えた。そして残りの人間達はどうなったかというと、こちらは骨の方が消え、肉の塊となって道端に崩れ落ちた。骨人間の方は今までどおりに動作をこなし、肉の方はもはや人間と呼べる形を失い、動かなくなった。
この世界の変革を、賢治は妙に納得した心持ちで眺め、幾分誇らしい気持ちで立ち尽くしていた。
「そうか、だから骨だったのか！」
賢治は一目散に駆け出していった。

＊　　＊　　＊
吹奏楽団のコンサート。パンフレットにはパート紹介が載っている。クラシックをより身近なものにしようというので、最近はこういうきめ細かい説明をする楽団が増えた。
まもなく開演である。ロビーにおいでの方はお席にお戻りください、というアナウンスが流れる。
父親とやってきた賢治。色彩鮮やかなその冊子に、興味津津である。
「お父さん、このなんとかパート、っていうのはどういう楽器なの？」
父は、息子が指差す箇所に目をやり、思わず噴出しそうになった。そこには「溶骨部隊」の文字。「トロンボーンパート」というフリガナ。内心ほほう、と思った。真面目に答えるのは興ざめだが、しかし、何も知らない息子にはきちんと説明してやらねばなるまい。
「この最初の漢字はね、とける、という意味なんだよ。ほら、トロンというのにぴったりだろう。」
「遅くなりました。」と、息を切らしながら入ってきたのは賢治の伯母である。ああ、無事つきましたか、よかった、ぎりぎりセーフですと父は言って、息子への説明を打ち切り、
「後の話はね、間の休みの時間に楽屋にお邪魔して、楽団員の人に聞いたらいい。なんでもお父さんに聞くんじゃなくて、他の人に教えてもらうほうが、いい勉強になるからね。」
そんなふうにはぐらかした。賢治が「うん。」と良い返事を返し、伯母が何か言おうとしたところで、開演のブザーが鳴り、客席の照明が落とされた。

第一部が大きな拍手とともに終わると、客席が明るくなり、休憩時間に入った。賢治がふと立ち上がり、楽屋に行くと言った。本当に行く気なのかと思って、父は少しうろたえたが、このさい勉強もさせてやらないとと思い直し、楽屋への行き方を丁寧に教えた。
「礼儀正しくするんだよ。」
「うん。」
言われたとおりに客席から出て薄暗い通路を通り、賢治は楽屋にたどりついた。幸い、途中で誰かにとがめられることはなかった。楽屋では、楽団員たちが、第二部の演奏にそなえて身だしなみを整えたり、楽器の調子を確かめたりしている。賢治は、問題の楽器をもっている若い奏者のもとに駆け寄った。

若い彼は、苦笑いしながら、それでもきちんと教えてくれた。そして最後に、「これ、おれが考えたんだよ」と付け加えた。説明を聞き終えた賢治の反応は他の楽団員の目に異様に映るほど興奮に満ちていた。エウレカと叫んだアルキメデスはこんな風だったろうか。
「そうか、だから骨だったのか！」
賢治は一目散に駆け出していった。

次号へ向け、短歌賞のこれまでの歩みを振り返りつつ、過去の応募作の中で、誌面に取り上げることが出来なかった作品を全て拾遺して載せてみようと思います。注釈などは割愛。懐かしい。
わが胸を切り裂くやふな君の顔は彼岸花にぞいと似たりける

丸子理曼さん

結局ね、結局ですよ、結局は恋って遊びよ。結局そうよ。

同

みずからの手と手を結び君の手と結んでゐるを思うてみたり

同

等間隔に並びをりたるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(カップル),恋人同士等)を見下ろす橋のわれぞ哀しき

同

指の先骨の髄に至るまで漬かって仕舞えば楽かもしれない
いろはさん

唯一人美しき岩心寄せ想い果てるに嗤う伊右衛門
同

身を包む時の流れのさびしきに涙を落とす或る日曜日
同
つれづれにはやすぎなむと思ひゐてすぎ悔やまるる今日のこのごろ
丸子理曼さん
君が代はあれどなかれど苔むせるいわほくずれてさざれ石となる
同

あるこう、あるこうという歌にあはせて縄を飛ぶ掛かりてもなほ歌ひ続けき

同

浦波や志賀のみぎはに踏み入れて凍れる月に触れたくもがな
同

アノ時の胸を蝕む苦しさは今日を限りに忘れてしまえ
いろはさん

九重に臭う我が家の庶民臭酸いも甘いもあってこそかな
同

神と云う大工がこの世を造るのに用いた釘は〝無駄〟の二文字
同

新玉の年の初めの色もなくふるものぞふるわびしかるべし
丸子理曼さん

願へどもかなわぬものと知りながら今日こそ祈れいやしけEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(よごと),吉事)
同

新しき年もはじめのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みか),三日)しのみもはや今年も古くなりぬや
同

「もう一回」とねだって籤を引く子ども吉でも凶でも笑顔がこぼれる
村井昂介さん
川岸を染めゆく吉野恐すぎるおんなじ顔で見つめてくるから
こめとら亭さん

咲く花をさうなきものと思はまし清らにかをる君しなかりせば
丸子理曼さん

白き壺桃の切り枝に添へられし百合の香りにむせかえりけり
同

次回は、「誌上文化祭」らしいので、誌面を大幅に貰って、応募作を全部載せていこうと思っています。たくさん応募して私を困らせましょう。


７月の孝太郎より
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atesaki@mail.707.to





但し短歌賞への応募はtanka@art.117.cxまで





本誌の全部または一部を無断で複写・複製・転載することを禁じます。





�　第六回　　　　　　　　　





短歌募集のお知らせ


①自作の短歌（複数投稿可）


②歌の注釈（任意）


③氏名（ペンネーム・匿名可）


の三点を書いてメールにて左記アドレスまでお送り下さい。「課題テーマ部門」「自由テーマ部門」それぞれ一首ずつ優秀作を選定します。優秀作の作者にはヘボいプレゼントを差し上げています。





・〆切　９月９日（土）


・課題テーマ「夏」（夏に関するものなら何でもありです）


・応募・問い合わせ先


tanka@art.117.cx


どしどしご応募下さい。





問． 空という言葉を用いて、夏を定義せよ。
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